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１．開 梱

1.1 開梱

(1)梱包ケースを開け、中から機器を取り出します。こ

のとき、機器銘板の確認を行い、注文の製品である

ことを確認してください。異なる場合は、弊社営業

窓口までご連絡ください。

(2)機器に損傷が無いか確認してください。損傷が認め

られる場合は、弊社営業窓口までご連絡ください。

その際、梱包ケースは破棄せずに保管しておいてく

ださい。

(3)機器に強い衝撃を与えないでください。落とす、投

げる、ぶつける、引きずるなどは、強い衝撃を与え

ることになります。

特に、センサの超音波放射面を傷付けると計測に影

響を及ぼす可能性があるため、超音波放射面の取り

扱いには、十分注意してください。

注意

センサを取り出す際に、ケーブルを引っ張った

り傷つけたりしないでください。

1.2 保管要領

製品納入後、すぐに据え付けずにしばらく保管する場

合は、以下の条件を満足する状態にて保管してくださ

い。条件が満足されない場合は、製品の破損あるいは

動作不良の原因となる可能性があります。

１.2.1 保管場所の環境条件

(1) 保管温度 ：－10～＋60℃

(2) 保管湿度 ：85％ Max.

(3) 雰 囲 気 ：腐食性雰囲気でないこと

(NH3, SO2, Cl2 など存在しないこと)

(4) 振 動 ：激しい振動がないこと

1.2.2 保管の際の処理

(1)機器を湿気やほこりから保護するため、ポリエチ

レンシートなどで包み、密閉してください。

(2)温度変化の激しい場所では、ポリエチレンシート

の中にシリカゲルなどの防湿剤を入れてください。
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２.据 付

2.1 危険場所での使用について

警告

[危険場所とは］

電気機器の構造、設備および使用について特別

な安全対策を必要とするほど多くの爆発性雰囲

気が存在し、または存在することが予測される

場所。

[コントロールユニット]

コントロールユニットは、防爆構造ではありま

せんので危険場所に設置することは出来ませ

ん。

[センサ]

超音波センサ ST-H および温度センサ TS-4 は、

2018 年 3 月現在、国内の防爆規格を取得してい

ません。危険場所で使用する場合は、XRS5, XPS10

またはXPS15センサを使用してください。

取得防爆規格の詳細は、「防爆タイプセンサの

取扱説明書」をご参照ください。

2.2 コントロールユニットの据付

2.2.1 コントロールユニットの入線口加工

コントロールユニットに接続するケーブル種類・数

量により、入線口の数と大きさは異なります。

ご使用に適した数および大きさの入線口を本ケースに

加工してください。

注意

本体ケースに加工を行う際は、内部部品の 損傷

を避けるため、必ず内部基板を取り外してくだ

さい。基板固定ビス(4ヶ所)を外すことにより内

部基板を取り外すことができます。取り外した

基板は、破損しないよう取り扱いには十分注意

してください。

2.2.2 コントロールユニットの据付

M4ビス4本にてベース板などに取り付けてください。

下図の寸法を参照してください。

注意

コントロールユニットは、他の機器の電磁誘導、

および誘導雷の影響を受けない場所に設置して

ください。

また、日除けカバーなどを設け、コントロール

ユニットに直射日光が当たらないようにしてく

ださい。
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2.3 センサの据付

センサは、使用条件に適した取付具を用い、タンク

や水路などの最適な位置に取り付けてください。取り

付けの際には、以下の項目の内容を参考にして取付位

置の選定を行ってください。

注意

センサを持ち運ぶ場合ならびに、取付けおよび

取外しを行う場合は、センサケーブルを強く引

っ張ったり、傷つけたりしないでください。ま

た、センサケーブルに異物が引っかかったり、

人がつまずいたりしないように敷設してくださ

い。センサケーブルを持ってセンサの持ち運び

を行わないでください。

2.3.1 センサの計測長

センサの最大計測長は、計測条件により変化します。

仕様として記載している最大計測長は、超音波計測に

対し理想的な条件下で計測を行った場合の値となって

います。

以下のような条件下では、センサの最大計測長が短く

なることが考えられます。最大計測長に余裕のあるセ

ンサを選定することをお奨めします。

(1) 粉じん・ベーパが発生する

(2) 計測面が平面ではない

(3) 測定物が超音波を吸収する

(4) ノイズが高い など

2.3.2 センサの取付高さ

各センサは、形式によって定まった不感帯（センサ

の超音波放射面付近の計測不能距離）があります。計

測面が不感帯内に入ると正常な計測が行えなくなりま

す。このため、センサは必ず“上限レベル＋不感帯”

以上の高さの位置に取り付けてください。

また、不感帯は計測条件（温度など）により長くな

ることがあります。取付位置の高さには余裕を持たせ

ておくことをお奨めします。

各センサの不感帯は、取扱説明書または仕様書を参

照ください。

2.3.3 センサの計測エリア

センサの計測エリアは、センサを頂点とする円錐形

のエリアとなります。このエリアの大きさは、センサ

により異なり、センサのビーム角および直径によって

決まります。

2.3.4 センサの取付位置

センサの計測エリア内にアングルや側壁などの障害

物があると、この障害物により不要波が出現し、誤動

作する可能性があります。このため、センサの取付位

置は、センサの計測エリア内に障害物が無く、側壁な

どからできるだけ離れた位置を選定してください。
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2.3.5 センサの取付角度

センサは計測面に対して垂直に取り付けてください。

(液面などのように計測面が平面である場合、反射効率

が良い為、センサ取付角度がずれていると、液面から

の反射波が大きく減衰することがあります。)

2.3.6 センサ取付上の注意点

センサを台管で立ち上げる場合、台管はできるだけ

短くしてください。また、センサの超音波放射面が台

管内に入るような場合には、超音波ビームが台管に当

たらないようにできるだけ台管径を大きくしてくださ

い。

以下のような条件での使用は不具合の原因となる可

能性があるため避けてください。

a)台管がタンク内部に突出している。

発射波が台管にこもり、計測不能となる可能性があ

ります。

突出部の先端を 45°にカットすると影響を軽減で

きます。

b)台管内面に異物がある。

台管内部でエコーが乱反射し、指示が上方へ飛ぶ

可能性があります。

※センサを台管にて立ち上げて取り付ける場合の一般

的な例を以下に示します。

センサの超音波放射面をタンク内部に突出すると台

管の影響を受けにくくなります。下図のような取付を

お奨めします。

取付の状態により、計測の安定度は大きく変わるこ

とがあります。使用条件に合わせ、最適な取付を行っ

てください。

タンク上面の形状が半球あるいはパラボラ状となって

いる場合、反射波が集音し指示が突然遠方に飛ぶこと

があります。このため、センサはタンク上面の中央部

など焦点となる可能性のある位置を避けて取り付けて

ください。
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注意

センサは、センサ内部に温度センサを内蔵して

いますので直射日光の当たらない位置に設置し

てください。

センサ設置場所と計測エリア内の温度差が大き

い、あるいは、速い温度追従性が必要な場合は、

オプションの温度センサ(TS-4)をご使用くださ

い。

2.4 温度センサ（オプション）の取付

通常、温度センサはセンサに内蔵されていますが、

別途温度センサを使用する場合は、以下の事項をお守

りください。

温度センサは、使用条件に適した取付具を用い、

タンクなどの最適な位置に取付けてください。取付位

置は、できるだけ計測エリアの温度が測定できる位置

を選択してください。ただし、温度センサ自身が障害

物とならないよう注意してください。

注意

温度センサは、直射日光の当たらない位置に設

置してください。
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３．結 線

警告

機器の内部または外部の保護接地を切断した

り、保護接地端子の結線を外したりしないでく

ださい。いずれの場合も感電または機器の損傷

など危険な状態になります。

電圧／電流出力中は、電圧／電流出力部および

電圧／電流出力部に接続された回路に手を触れ

ないでください 。

本製品の改造や分解は行わないでください。製

品や周辺機器の損傷、発火や、感電などの可能

性があります。

作業を行う前に結線する電線の電源を切ってく

ださい。通電状態で行うと、漏電および機器の

発火や破損の危険性があります。

防爆タイプのセンサを使用する場合、可燃性、

爆発性のガスまたは蒸気のある場所では、別冊

“防爆タイプセンサ取扱説明書”を参照し、厚

生労働省労働安全衛生総合研究所などの防爆指

針に適合した結線および配線を行ってくださ

い。

感電防止のため機器の電源を入れる前に、コン

トロールユニットの接地端子は、確実に接地（保

護接地）してください。電源用のケーブルは、

導電体断面積 1mm2～2.5mm2 のものを使用して

ください。

保護接地およびヒューズなどの保護機能に欠陥

があると思われる場合は、機器を動作させない

でください。

また、機器を動作させる前には、保護機能に欠

陥がないか確認してください。

供給電源の電圧が仕様範囲内であることを必ず

確認したうえで、機器の電源を投入してくださ

い。

保護接地を確実にしてから、センサや外部制御

回路への接続をしてください。

停電時の出力値は 0mA まで落ち、電源再投入時

には瞬間的に20mA近くまで上昇した後に、停電

前に出力していた値に戻ります。リレーの設定

時には、リレーが励磁します。

3.1 端子台への接続について

コントロールユニット内の端子は全て裸線入線方

式（2.5 mm2 Max.）となっていますので、接続ケーブ

ルの末端は、絶縁被覆をはがした裸の心線部を端子に

入れて締め付けてください。端子台ビスの締付トルク

の推奨値は0.56～0.79 Nmです。

また、必要であれば絶縁処理を行ってから配線して

ください。

圧着端子を使用する場合は、先端が板状の差込型

圧着端子（1.25-AF2.3B 日本圧着端子製造(株)製な

ど）を使用してください。端子台配列を以下に記載し

ますので参照してください。

なお、端子No.1～5には結線用の記号を記したシー

ルを貼付けています。ただし、機器のバージョンによ

っては、このシールを貼付けていないものもあり、こ

の場合は、基板上に－,＋,－,＋の記号で記載されてい

ます。
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3.2 センサケーブルの結線

警告

センサ端子には高電圧が印加されます。通電中

は絶対に端子に手を触れないでください。

注意

センサケーブルを延長する場合は、必ず 2 心シ

ールドケーブル(推奨：CVVS，1.25mm2)を使用し

てください。高周波ケーブル(RG62A/Uなど)を使

用すると電気的なノイズが増加します。

センサケーブルは、必ず接地した金属配管内に

布設し、温度センサケーブル以外のケーブルと

の同一配管は避けてください。特に動力線との

同一配管は絶対に避けてください。

上記項目が守られない場合、計測信号の減衰や

電気ノイズの混入が発生し計測不可能となるこ

とがあります。

接続センサ側の端子台にジャンパ線が接続され

ている場合、このジャンパ線を取り外してくだ

さい。（センサケーブルに 2 心シールドケーブ

ルを使用する場合）

1点接続仕様のコントロールユニットの場合、通

常、超音波センサ 2 に接続しませんが、パラメ

ータP001（計測モード）で4（水位差）または5

（平均）を選択時のみ、接続が可能となります。

水位差の場合は、超音波センサ 2 に下流側セン

サを接続してください。

3.2.1 センサケーブルの配線

センサ～コントロールユニット間の配線は、2 心シ

ールドケーブル（推奨：CVVS，1.25mm2)を使用して行

ってください。また、誤動作防止のため、必ず接地（D

種接地）を行った金属配管内に布設し、動力ラインな

ど他のケーブルとの同一配管は避けてください。セン

サ～コントロールユニット間の配線距離は、最長360m

です。

3.3 温度センサケーブルの結線

通常、センサ内部に温度センサが内蔵されているた

め、温度センサは不要です。

別途、温度センサを使用する場合は、下記の結線を行

ってください。なお、基板上にTS-3と記載されていま

すが、温度センサのノーケン形式はTS-4です。

注意

ノイズ混入防止のため、温度センサケーブルは、

必ず2心シールドケーブル(0.75mm2以上）を使用

してください。
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3.3.1 温度センサケーブルの配線

温度センサ～コントロールユニット間の配線は、2

心シールド線を使用して行ってください。

また、誤動作防止のため、必ずD種接地を行った金

属配管内に布設し、動力ラインなど他のケーブルとの

同一配管は避けてください。

ただし、センサケーブルと温度センサケーブルを同

一配管としても、問題はありません。

温度センサ～コントロールユニット間の配線距離は、

最長360mです。

3.4 リレー警報接点出力端子の結線

コントロールユニットのリレー警報接点は、フェー

ルセーフ動作となっているため電源投入により切替わ

ります。

また、設定によりリレー警報接点の動作の変更は可

能です。

以下にリレー機能の設定にて警報機能を選択

(P111=1～7)とした場合においての、リレー動作モード

を示します。（パラメータP111の詳細については、別

途取扱説明書を参照ください。）

なお、リレー4, 5, 6は、オプションにてリレー点

数を6点とした場合に接続可能となります。

注意

リレー定格を越える機器を制御する場合や誘導

負荷（ポンプなど）を制御する場合などは、定

格より大きいリレーを制御機器との間に設置し

てください。

リレー接点保護のため、使用負荷に応じた サー

ジ吸収対策を行ってください。

微少電流負荷にて使用する場合の最小適用 負

荷は、5V 10mA AC(抵抗負荷）です。

シーケンサなど上記の値を下回る微少負荷を接

続する場合は、高感度リレーまたは半導体リレ

ーを制御機器との間に設置してください。

リレー1，2，4，5 は、SPST の NC 接点となって

います。設定により、NO 接点として使用するこ

とが可能ですが、この場合、パワーノンフェー

ル動作となります。またリレー3，6はSPDTとな

っています。

3.5 アナログ入力（電流入力）の結線

（MultiRanger200のみ）

入力抵抗値は、250Ωです。
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3.6 アナログ出力(電流出力)ケーブルの結線

最大負荷抵抗は、750Ωです。

出力は、機器内部でアイソレーションされていま

す。

注意

ノイズ混入防止のためアナログ出力ケーブル

は、必ず2心シールドケーブル（0.75mm2以上）

を使用してください。

ケーブルのシールドは、受け側の機器にて D 種

接地を行ってください。

3.7 同期端子の接続

複数の超音波センサケーブルを同一配管に布設す

る、あるいは複数のコントロールユニットを隣接して

設置する場合などの条件下では、相互干渉が発生し計

測に悪影響を及ぼすことがあります。

相互干渉を防止するため、互いのコントロールユニ

ットを同期端子にて接続してください。最大50台のコ

ントロールユニット間の接続が可能です。

各コントロールユニットの分離距離は最大 50ｍで

す。

注意

同一タンクにセンサを 2 台以上設置しないでく

ださい。同期接続を行っても、超音波の相互干

渉を完全に防ぐことができないため、誤動作と

なる可能性があります。

同期端子を接続する前に、各コントロール ユニ

ットのパラメータ P726 の設定が“1”になって

いることを確認してください。パラメータ P726

の設定が“0”になっていると同期が行えません。

(パラメータ P726 の詳細については、別途取扱

説明書をご参照ください。）

コントロールユニットは旧コントロールユニッ

トと同期接続を行うことは出来ません。

3.8 電源ケーブルの接続

コントロールユニットの電源は、フリー電源となっ

ており、その電圧範囲は、100～230V AC±15% または

12～30V DC(オプションにて可能)です。

電源ケーブルの結線は以下のように行ってくださ

い。

警告

通電中は、絶対に端子に手を触れないでくださ

い。
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注意

電源は、変動率が±15%以内で、サージの混入の

無い計装用電源を使用してください。

ノイズが混入する可能性のある場合は、2心シー

ルドケーブルを使用し、シールドは送電側にて

接地してください。

アース端子は、必ず接地工事を行ってください。

(D種接地）

機器保護のため設置時には 15A のブレーカ、ま

たはヒューズを挿入してください。

3.9 デジタル入力の結線

外部よりデジタル入力を行うことが可能です。

デジタル入力を行う場合、10～50V DCの外部電源を

介して、レベルスイッチなどの接点を接続してくださ

い。詳細は別途取扱説明書を参照してください。

3.10 避雷対策およびノイズ対策

コントロールユニットは、誘導雷やサージなどによ

り破損する可能性があります。このため、誘導雷やサ

ージなどの影響を受ける可能性がある場合は、避雷器

や避雷素子などを配線に追加し、コントロールユニッ

トの保護をってください。

また、ノイズの混入は誤動作の原因となるため、ノ

イズ対策は重要です。ノイズ対策としては、ノイズカ

ットトランスやアイソレータの追加が有効となりま

す。

避雷対策とノイズ対策はその目的が異なるため、避

雷対策を行ったことによりノイズの影響を受けやすく

なるということもあり、状況に応じた対策を行う必要

があります。

避雷対策およびノイズ対策の例を以下に示します。

対策例

①計装用専用電源を使用する。

単独で電源ラインにノイズカットトランスを設置

し、シールド線にて配線する。

②計装用ケーブルは金属配管によるシールドを行い、

動力ラインと遮蔽する。または、互いの間隔を30cm

以上離して布設を行う。

③D種接地を単独にて行う。

また、接地線はできるだけ太く、短くする。

④コントロールユニットを接地された金属の筺体（盤

ボックス等）に収納し、シールドを行う。

⑤回路を破損させるようなサージ・ノイズの混入防止

のため、誘導雷、サージなどに対する保護回路の設

置を行う。（3.10.1対策例参照）

⑥コントロールユニットおよびセンサ付近での電気溶

接は、コントロールユニット、およびセンサ破損防

止のため、必ず配線を全て外した後、実施すること。

⑦工場の電源立ち上げ時は、誘導負荷の逆起電力等で

サージ・ノイズが発生しやすいため、立ち上げ後、

電源が安定してから（±15%以内）コントロールユ

ニットに電源を投入する。

3.10.1 対策例

※図は超音波センサ1台接続の場合を示しています。

超音波センサを 2台接続する場合は、1台接続の場合

と同様に、超音波センサ、温度センサ、アナログ出力

ラインに保護素子あるいは保護機器を接続してくださ

い。
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４．調 整

4.1 操 作

コントロールユニットの調整（設定，状態の確認）

は、キャリブレータを用いてパラメータを呼び出し、

その内容を変更あるいは確認することにより行いま

す。

パラメータは、設定，調整を行う設定用パラメータ

と、計測状態などを確認する確認用パラメータの2種

類に分けることができます。

設定用パラメータは、コントロールユニットの設定

内容を表示します。この内容を選択あるいは数値入力

により変更することで、コントロールユニットの設定

や設定の変更を行います。

一度設定を行ったパラメータ内容は、変更あるいは

初期化を行わない限り消失しません。

確認用パラメータは、計測状態（信頼性レベル，ノ

イズレベルなど）や計測値などを数値で表します。

パラメータは、P---のようにPから続く3桁の数字

で表示します。

コントロールユニットは、電源を投入すると自動的

にランモードとなり、計測を開始します。パラメータ

による操作は、プログラムモードに切替えた後行いま

す。以下にコントロールユニットの操作フローを示し

ます。

〔コントロールユニットの操作フロー〕

4.2 プログラムモードでの操作

4.2.1 プログラムモードでの表示

プログラムモードでは、以下のような表示となりま

す。

・パラメータNo.：

設定を行うパラメータＮｏを表示します。

・ポイントタイプ

設定対象の種類を表示します。

・ポイントNo.：

設定を行うリレーNo.またはセンサ No.を表示し

ます。なお、リレーNo.が表示されている場合に

はポイントタイプに を表示し、センサ No.が

表示されている場合には、 を表示します。

・パラメータ設定内容

表示しているパラメータ（ポイント）No.に対す

る設定内容を表示します。

・単位：パラメータ設定内容の単位を表示します。

・無効設定表示：無効な設定を行うと表示します。

・補助機能表示：補助機能を使用する際、表示します。

・スクロールアクセスタグ：

この表示があるパラメータは、スクロールにより

呼び出せます。

・プログラムモード表示：

コントロールユニットがプログラムモードとな

っているとき表示します。
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4.2.2 プログラムモードでの

キャリブレータのキー操作

プログラムモードでは、各キーの機能は以下のよう

になります。

：ポイントNo.、パラメータNo.、パラメー

タ設定内容の入力切替を行います。

：数値キー

：小数点キー

：マイナスキー

：入力内容の消去

：パラメータの入力完了キー

：補助機能のON/OFFを切替えます。また、％

値入力へ切替えます。

：入力中の値を増加します。

：入力中の値を減少します。

：1回のみ、計測を行います。

：ランモードへ切替えます。

4.2.3 パラメータの設定方法

(1) コントロールユニットに電源を投入すると自動

的にランモードとなり、計測を開始します。パラ

メータ内容の設定が行われていない状態では、

ディスプレイにOFFと表示します。

(2) を押すとディスプレイがプログラムモー

ドに切替わります。表示は超音波センサ2台接続

の場合での例です。

(3) を押すと、パラメータ No.の位置にアンダー

バーが現れ、入力待機の状態となります。

(4) パラメータ No.を入力すると、そのパラメータ内

容を表示し、パラメータ内容の設定が可能な状態

となります。また、 を押し、パラメータ

No. をスクロールにより呼び出すことができま

す。（スクロールアクセスタグ が付くパラメ

ータのみ。詳細は、別途取扱説明書、拡張パラメ

ータP733を参照ください。）
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(5) ポイント No.毎に入力が必要なパラメータは、表

示左上にポイントNo.が現れます。

(6) を 2 回押すと、ポイント No.の位置にアンダ

ーバーが現れ、入力待機の状態となります。

(7) ポイントNo. を入力すると、そのポイントのパラ

メータ内容を表示し、パラメータ内容の設定が可

能な状態となります。また、全ポイントに対して

同一の設定を行う場合は、ポイントNo.を00とし

て設定を行います。

(8) 数値を入力し、パラメータ内容の設定を行いま

す。

を押すとディスプレイに を表示し、

により設定値を増減することが可能と

なります。

また、直接数値入力することも出来ます。

また、さらに を押すと％値入力が可能となり

ます。

(9) 誤った入力を行った場合は、 を押すことによ

り、その内容を消去することができます。

また、パラメータ内容を初期値に戻す場合は、パ

ラメータ内容の入力を行う状態にて を押

します。

(10) パラメータ内容の決定は、 を押すことにより

行います。パラメータ内容が一度点滅し、入力が

完了します。

(11) 上記の(3)～(7)の操作を、設定が必要なパラ

メータNo. すべてに対し行います。

(12) 設定がすべて完了した後 を押し、ランモー

ドに切替えます。設定作業は､これで完了となり

ます。

(13) すべてのパラメータ内容の設定を初期値に戻す

場合は、P999を呼び出し、 を押します。
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パラメータ内容は全て初期値となります。

コントロールユニットはOFF状態となります。

4.3 基本パラメータ

計測を開始するのに最低限必要な設定を行うパラメ

ータであり、これらのパラメータの設定を行うと、直

ちに計測を開始することができます。

各パラメータの説明において付記している初期値の

内容は、センサ接続点数が2点の仕様のものであり、1

点接続仕様の場合は初期値が異なる場合があります。

Ｐ０００→セキュリティ

不注意によるパラメータ変更を防止します。

全てのパラメータを入力後“1954”，“-1”以外の

数値を入力してください。パラメータロック状態とな

り、パラメータの内容は確認できますが変更すること

が出来なくなります。再び、パラメータを変更すると

きは、“1954”，“-1”を入力してください。パラメ

ータ変更可能となります。

(初期値：1954)

1954：パラメータ変更可能

-1 ：シミュレーション（P920～923）時にポンプ

動作のリレーについてもON,OFF動作を行い

ます。（通常ではレベル警報のみON,OFFしま

す。）

パラメータ変更可能

1954, -1以外の数値：パラメータロック（変更不可）

（パラメータ P920～923 の詳細については、別途取

扱説明書をご参照ください。）

Ｐ００１→計測モード

表示および出力する計測値の定義を行います。

(初期値：3)

0 : 使用しない(OFF状態となります）

1 : レベル（ゼロ点～計測面間の距離を計測）

2 : 空間 (スパン点～計測面間の距離を計測）

3 : 距離（超音波放射面～計測面間の距離を計測）

4 : 水位差（ポイントNo.1とNo.2の水位の差を計

測）＊MultiRanger200のみ

5 : 平均（ポイントNo.1とNo.2の平均を計測）

＊MultiRanger200のみ

6 : 開水路流量計（流量を計測）

＊MultiRanger200のみ

7 : ポンプ積算（ポンプの流入また吐出量を計測）

＊MultiRanger200のみ

Ｐ００２→計測対象

計測対象の種類に応じた演算処理を選択します。

(初期値：1)

1 : 液体あるいは計測面が平面

(反射効率の良いもの)

2 : 計測面が凹凸（反射効率の悪いもの）

Ｐ００３→応答スピード

液面の変動する速度に合わせて設定を行います。

通常、安全を考慮して液面変動率の２倍以上に相当

する数値を選択します。（但し、必要以上に速度を速

くすることは、計測が不安定となりますので注意して

ください。）

(初期値：2）

1 : SLOW (0.1 m/min.)

2 : MEDIUM (1 m/min.)

3 : FAST (10 m/min.)

Ｐ００４→接続センサ

接続するセンサを選択します。

（初期値：0）

0 : 未入力

102: XPS10

104: XPS15

100: ST-H

112: XRS5

250: 他の計測器からの電流入力

(MultiRanger200のみ)
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Ｐ００５→単位

計測値の単位を設定します。

(初期値：1)

1 : メートル (m)

2 : センチ (cm)

3 : ミリ (mm)

4 : フィート (ft)

5 : インチ (in)

Ｐ００６→ゼロ値

最大計測範囲（超音波放射面～ゼロ点間の距離）を入

力します。

(初期値：5.000m）

数値入力（P005で設定した単位で入力）

入力範囲：0.000～9999

Ｐ００７→スパン値

ゼロ点～スパン点間の距離を入力します。

P006の設定内容により、自動的に最大値にて設定され

ます。

数値入力（P005で設定した単位で入力）

入力範囲：0.000～9999

基本パラメータについての補足説明

P001およびP006，P007の設定内容について各パラ

メータの関係は、

以下の図のようになります。
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注意

基本パラメータの設定内容を変更した場合、自

動的に応用パラメータの設定内容が変更される

場合があります。(例: スパン値(P007)の設定値

を変更したことにより、リレーON 点,リレーOFF

点(P112, P113)の設定値が変化する。など) こ

のため、基本パラメータの設定内容を変更した

場合には、全てのパラメータの設定内容を再度

確認してください。（パラメータP112,113の詳

細については、別途取扱説明書を参照くださ

い。）

4.4 ランモードでの操作

4.4.1 概 要

適切なパラメータ内容の設定を行った後、ランモー

ドに切替えると計測を開始します。

ランモードでは、計測値をディスプレイの計測値表

示エリアに表示し、電流出力やリレー接点出力などの

各信号を出力します。また、電流出力値・温度などの

数値をディスプレイの補助表示エリアに表示させ、計

測値以外の情報を確認することができます。

4.4.2 ランモードでの表示

ランモードでは、以下のような表示となります。

ポイントNo.：

ポイントNo.を表示します。

計測値表示エリア：

計測値を表示します。また、エラーメッセージの表

示も行います。

単位：

計測値の単位を表示します。

HH警報表示：

HH 警報として設定されているリレーが動作したと

き、表示します。

H 警報表示：

H 警報として設定されているリレーが動作したと

き、表示します。

L 警報表示：

L 警報として設定されているリレーが動作したと

き、表示します。

LL警報表示：

LL 警報として設定されているリレーが動作したと

き、表示します。

上昇／下降表示：

レベルの増減を表示します。

バーグラフ：

レベルのゼロ～スパンを 0～100％として表示しま

す。

補助表示エリア：

電流出力値、温度などの表示を行います。

リレー動作表示：

設定されているリレーNo.とその動作を表示しま

す。

計測状態表示：

計測状態を判断し、正常、異常の表示を行います。
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4.4.3 ランモードでのキャリブレータのキー操作

ランモードでは、各キーの機能は以下のようになり

ます。

：現在、出力している電流値(mA)を補助表示エ

リアに表示します。

：現在、センサが検出している温度を補助表示

エリアに表示します。

：1分間あたりのレベルの変化量を補助表示エ

リアに表示します。

変化量の単位は、計測値表示の単位に準じま

す。

：計測不能状態となり、フェールセーフ動作と

なるまでの残り時間を％値で補助表示エリ

アに表示します。

また、3秒以上押し続けると、計測の信頼性

レベルを表示します。

：本キーを押した後、パラメータNo.を数値入

力すると、そのパラメータの内容を補助表示

エリアに表示します。

：パラメータ設定時に、P731の設定方法に準じ

て入力したパラメータNo.の内容を本キーを

押すことにより、補助表示エリアに表示しま

す。

：現在、計測している距離を補助表示エリアに

表示します。

：プログラムモードに切替えます。

：表示している計測値を％値に切替えます。

：ポイントNo.のスクロール表示を開始／停止

します。

：次のポイントNo.を選択します。

：前のポイントNo.を選択します。

4.5 応用パラメータ

Ｐ８３７→自動不要反射波キャンセル機能

パラメータP838と対をなすパラメータで、タンク内に

存在する障害物などからの不要な反射波を無視するた

めに使用します。

0 : OFF

1 : 学習したTVTカーブの使用

2 : 学習

Ｐ８３８→自動不要反射波キャンセル距離

パラメータP837と対をなすパラメータで、タンク内に

存在する障害物などからの不要な反射波を無視するた

めに使用します。

P831 と P832 にて行うシェーパ機能と同様の設定が自

動的に行われます。(パラメータP831,P832の詳細につ

いては、別途取扱説明書をご参照ください。)

シェーパ機能にてマスキングを行う際、超音波放射面

から測定物表面への実際の距離を測定（実測）します。

この距離から0.5m引いた値を入力します。

入力範囲：0.000～9999

（単位；P005での設定単位）

設定方法

1) タンク内が空状態、あるいは空付近の時に設定

を行ってください。

2) センサ放射面から測定物表面の距離を測定して

ください。

3) 2)項で測定した距離から 0.5ｍ減算した数値を

P838に入力し、 を押してください。

4) P837 を呼び出し、"2"を入力し、 を押して

ください。

5) ここまでの操作によって、不要な反射波に対す

るマスキング処理が行われます。

6) 数秒後に“1”が表示されます。

7) を押し、計測モードとしてください。
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注意

自動不要反射波キャンセル機能を使用する際は

以下の事に注意してください。

キャンセル部分に測定物表面が上昇すると計測

の信頼性が低下し、指示のふらつきなどが発生

する場合があります。なお、P825の設定値を90％

に設定すると、改善される可能性があります。

（パラメータP825の詳細については、別途取扱

説明書を参照ください。）

設定実施後に、ゼロ点からスパン点までの全領

域において、正常に計測が行えることを確認し

てください。

反射波形の確認を行う場合は、弊社の調整用ツ

ール（パソコン）を使用する必要があります。

反射波形の確認を行う場合は、弊社営業窓口ま

でお問い合わせくだい。



－ メ モ －




